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　ダイセルのダイバーシティ推進への活動は、女性活躍
推進を起点とし2016年に本格化した。同時にフリーア
ドレスや在宅勤務制度を導入し、柔軟な働き方を実現し
てきた。また、17年からは女性社員のリーダーシップ
発揮を目的とした選抜型研修「なでしこ塾」をスタート
した。19年にはサステナブル経営推進室が発足し、現
在はサステナブル経営方針に基づき、人事部門との両輪
体制でダイバーシティ推進に取り組んでいる。
　21年3月末までの5年間の第1次「行動計画目標」は、
女性リーダー職（管理職）比率や上級職（リーダー職候
補者）比率など全目標を達成した。これらを受けて21
年4月からの第2次「行動計画目標」では女性役員の比
率を目標として掲げ、達成に向けて役員によるメンター
運営を導入。経営層含め社内一丸と
なって女性管理職の更なるキャリア
アップを応援している。
　男女ともに活躍できる環境を目指
し、男性の育児休業取得推進にも取
り組み、直近では男性社員の約7割
が育休を取得している、またベビー
シッター制度の導入や単身赴任の解
消を通じて、時間や場所に制約され
ることなく働ける環境整備も進めて
いる。
　社員の意識変革を狙い19年度に
ダイバーシティ推進プロジェクト
（愛称 :うぇるびー）を立ち上げ、互
いに認め合う「ほめカツ」やアンコ
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ンシャス・バイアスなどの意識啓蒙・風土改革といった
「草の根活動」を実施。ダイバーシティ&インクルージョ
ンの定着も狙う。さらには、女性社員どうしのネット
ワーク形成や社員の交流イベント、各種のコミュニティ
づくりも盛んに行っている。
　BtoB事業の多い化学メーカーにとって、学生に対す
る認知度向上や優秀な次世代人材の獲得も急務だ。すで
に5年にわたって開催する「リケジョ交流会」には、高
専以上の学生20～30人が参加。技術系学生からは近年
注目される知財戦略の整備への質問や当社の柔軟な働き
方への興味が寄せられるとともに、学生とのふれあいが
女性社員にとってもモチベーション向上へとつながり、
好循環な関係性が生まれている。


